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環境地質本部 地質研究所

胆振東部地震で失われた森林の再生

共同研究機関：石川県立大学生物資源学部、北海道大学農学研究院
協力機関 ：北海道水産林務部森林整備課、厚真町、道有林課、胆振総合振興局森林室、コロラド大学

復旧対策推進のため、崩壊斜面の実態把握や植栽試験を実施することで早期の森林再生に貢献。

胆振東部地震では大規模な斜面崩壊によって4,000haを超える森林が失われ早期の
森林再生が求められている。

１ 復旧指針作成のための実態調査とデータの提供 植栽試験の実施２

表層土壌が崩落した斜面

土壌評価別の植栽木の成長
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早期の植生回復と森林再生には
カラマツが有効

崩壊斜面4,200haの復旧指針
（胆振東部森林再生・林業復興会議）
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町による復旧方法の検討等に活用
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崩壊面積、傾斜、土壌等により
復旧手法を類型化

UAV等による崩壊斜面の３Dモデル作成
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問い合わせ：林業試験場 電話：0126-63-4164（代表）

道受託研究等森林研究本部 林業試験場
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期待される効果


